
第 １ 回 東郷小 学校 薩摩川内元気塾実施報告書

平成２４ 年７月３日～１１月２７日 実施

演題 未来に伝えよう，斧渕の宝

講師 （東郷土人形保存会）赤坂 安徳 ・ 庵 正一 先生

塾の様子（写真）

参加者数

児童・生徒 ３７ 名 教職員 ４ 名 保護者 ０ 名 地域の方 ０ 名

主な感想等
○ 最初，ねん土がやわらかくなるようによく

こねて，型に入れやすくするのが大変でし

た。粘土が厚すぎないように気をつけて型

に入れていくのもむずしかったけど，こうや

(1) ってくろうして作られたから，土人形は大切
児 な物なんだと思いました。

童 ○ 東郷土人形の作り方やどんな土人形が

・ あるのか，くわしく話を聞くことができて，と

生 てもよく分かりました。

徒 ○ 白ぬりをしたり，色をつけたりするとき，先

生方がやさしく教えてくださったので，失敗

しないで作り上げることができました。東郷

土人形が好きになりました。

○ 先生たちがじゅんびをしてくださったの

で，うまく作ることができました。何回も学校

に来てくださり，ありがとうございました。

○ 土人形の由来や歴史に関する講話か

ら，型入れ，白塗り，絵付けと何度も来校し

(2) てご指導いただき，子どもたちは，体験を通
教 して郷土の文化をじっくりと学習することが

職 できた。完成した作品は，公民館にも展示

員 して，保護者や地域の方々にも学習の成果

を披露するとともに，斧渕地域に伝わる素

晴らしい文化を知っていただく機会とした

い。


